
香春町

ようやく種まき

はじめました

香春町役場

まちづくり課 政策推進係

村上 有希



▼ 町の概要

人口 10,855人
(令和2年１月６日現在）

香春町の場所

▼「都市間イナカ」

▼「九州筑豊ラーメン山小屋」発祥の地

▼ 山が多く中山間地域と呼ばれる地域



香春町の主な特産品



香春岳



村上 有希（３６） 福岡県糸島市出身

平成１６年 三陽商会 入社

大丸福岡天神店 バーバリーにて

販売社員として勤務 ２１年退社

平成２２年香春町役場 入庁

勤続年数１０年目

産休育休を２回取っているので実際は

１０年も働いていない

香春町役場
まちづくり課 政策推進係

むらかみ ゆき
人が好き。お酒が好き。楽しいことが好き。



みんなが不安を抱えているまちの行く末

・人口が減少し、高齢化率は県内ワースト４を維持。

・出生率も昨年度の約３分の２に。

・農業従事者の減少と耕作放棄地の増加。

・隣組加入率の低下。

キーワードをどう受け取るのか

「地方創生」「小さな拠点」「地域運営組織」

「ＳＤＧｓ」「Society 5.0」 などなど



平成３０年度「小さな拠点」づくり全国フォーラムに参加

…そこで学んだこととは



ズバリ！

「プロセス」の重要性 と 中間支援組織

小田切徳美 先生

明治大学農学部教授
地域の課題解決のための
地域運営組織に関する有
識者会議座長（内閣府）
など

キーワードは



①主体性・当事者意識醸成の不十分さ
②受動的・総花的な組織編制
③既存組織と事務局への依存

実は、この前に偶然読んでいた！

３つの課題と対応策
まず、市の危機感やこれまでの行政手法の踏襲により、行政
主導での設立となり、そのことがフルセット型の組織構造の
導入や、既存組織への依存とつながります。行政が主導し、
しかもかなりタイトなスケジュールは、住民と当事者意識の
希薄さや、受け身的な姿勢を生み、部会の形骸化や事務局の
負担増となって活動が停滞します。またフルセット型の組織
構造は、ニーズの少ない、もしくは活動主体が限られる部会
等が生まれてしまい、人材やその他資源が分散し、活動の停
滞につながります。既存組織への依存や当て職による人材の
確保も、当事者意識の希薄さの原因となります。

ー地域運営組織の課題と模索より一部抜粋ー

設立のプロセスを見直す必要アリ！！



■プロセス認識の意識

１プロセスが見えないから「数（数値目標）」を優先

２プロセスが見えないから「短期成果」を求める

３プロセスが見えないから「政策依存」が発生する

⇔プロセス内では多様な主体が協働すべきもの ⇒新しい実践

≪数≫≪短期≫≪政策依存≫を乗り越えるプロセスデザインが重要なポイント

■中間支援組織の活用の理由

１行政職員だけでは人員的に限界があるということ

２住民対役所職員という対立の構図になりがちな部分を回避するということ

３専門的な知識やノウハウが必要ということ

分科会１［地域運営組織の設立・運営のプロセス］まとめ



で、まず、何から始める？？

地域デザインの学校との出会い

＠社会教育センター

いよいよ はじめての 種まき へ



入学式の様子





















お試しミニ講座２１名

ヒアリング対象者１５名

卒業式出席者３５名

スタッフ研修参加者１３名

6.25%12.5% 31.25% 31.25% 12.5%6.25%

地域デザインの学校in香春町

受講生１６名

10代 20代 30代 40代 50代 60代

100

香春町で関わってくれた人



地デザの巧妙なパッケージ

受講生が自ら

動き・集まり・考える 仕組み



５つの面白そうなアイデアが生まれる

★大人の為のお店やさん体験
大人が気軽にチャレンジできる場所の提供をする

★農Runキャン
～農園の中のキャンプ場～
香春町の自然を活かす『体験』の提供をする

★vivreさいど
～防災活動を通じて採銅所小学校を残す～
学校で防災運動会を実施する

★かわらまちみんなで子育て計画
地域がみんなで子どもを育てる
学童や公民館活動などで地域住民を子育てに巻き込む

★香春町で永住
～誰も取り残さない持続可能な社会に向けて～
香春町をＰＲするイベントを実施し海外へも町の魅力を届け、外国
人も含めて誰もが住みよいまちづくりをする



早速、活動しているみなさま

勝手に



①「まちづくり」＝めんどくさい
から「楽しいかも」へ考えの変化

②自分の町の事は自分たちでという
意識の変化

③そして、とりあえずやってみると
いう行動の変化

それぞれの企画や活動を通して

地域デザインの学校に参加された方の変化

「ＴＨＥ ＭＡＲＫＥＴ」の様子



廃校となる地域をテーマに
住民との意見交換会を開催

①まずは、住んでいる地域の学校について思う事

を話してもらう

②行政と住民の「対話」をする

タネまき作業は続く…

ワガゴト化

主体性の醸成



「廃校と地域の未来を考えるつどい」の様子
延べ４回（小学校区ごとに実施）計１１０人の方が参加



私が学んだ事

・まちづくりには時間がかかるということ

・プロセスのデザインを考えるということ

・必要であれば中間支援組織を使うということ

・面倒だけれど「対話」を丁寧に重ねるということ

・低いハードルを設定し、成功体験を重ねるということ


